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絵金生誕200年記念

絵金とその時代展
～闇からの伝承～

香
美
市
立
美
術
館

ア
ー
ト
の
窓

ア
ー
ト
の
窓

▲「義経千本桜 すしやの段」絵金派

      西本町３丁目町内会 所蔵

　１０月２０日・２１日に開催された第３１回刃物まつりに、姉妹都

市福井県あわら市訪問団（７人）と姉妹都市北海道積丹町訪問団

（９人）が、参加しました。あわら市の参加は４回目で、出店した

あわら湯けむり市では、会場で打ったばかりの手打ちそばに行列

ができていました。積丹町の参加は１５回目となり、積丹町の北海

物産市場では、海産物などの販売が行われ、大勢のお客

さんでにぎわいました。

　

　
　
　

第
66
回
読
書
週
間

【
期
間
】
10
月
27
日
（
土
）
〜

11
月
９
日
（
金
）

【
標
語
】
ホ
ン
ト
ノ
キ
ズ
ナ

　

図
書
館
で
は
、
読
書
週
間
に
合

わ
せ
て
例
年
の
よ
う
に『
お
は
な
し

会
』を
計
画
し
ま
し
た
。た
く
さ
ん

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

☆
子
ど
も
と
本
を
つ
な
ぐ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
講
座
（
本
館
）

【
日
時
】
11
月
10
日
（
土
）

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

【
場
所
】
図
書
館
本
館　

２
階

【
内
容
】
読
み
聞
か
せ
の
仕
方
、

乳
幼
児
か
ら
小
学
校
中
学
年
を

対
象
と
し
た
絵
本
の
紹
介

【
講
師
】
田
島
真
紀
さ
ん
・
香

川
明
子
さ
ん
（
以
上
、
高
知
こ

ど
も
の
図
書
館
）　

【
問
い
合
わ
せ
先
】

本
館
☎
53
・
０
３
０
１

☆
文
化
展
お
は
な
し
会

　
　
　
　
　
　

（
物
部
分
館
）

【
日
時
】
11
月
17
日
（
土
）

１
部　

10
時
30
分
〜

２
部　

13
時
30
分
〜

【
場
所
】
奧
物
部
ふ
れ
あ
い
プ

ラ
ザ

【
内
容
】
読
み
聞
か
せ

【
対
象
】
幼
児
・
小
学
生
・
保

護
者

【
問
い
合
わ
せ
先
】

物
部
分
館
☎
58
・
２
０
５
８

☆
ミ
ニ
展
示

本
館
＝
秋
は
っ
け
ん
！　

感
想

画
指
定
図
書

香
北
分
館
＝
読
み
聞
か
せ
に
役

立
つ
本

物
部
分
館
＝
秋
の
空
を
見
上
げ

おすすめの

 １冊

　作家でありカウンセラ

ーである宇佐美百合子さ

んの著書の中でも、特に

大切に読み続けているこ

の一冊は、少し心が折れ

そうな時、この本を開き

静かな中で読んでいると、ふしぎと心が落ちつい

てくるのです。ダーウィンやゲーテ、トーマスエ

ジソンやニーチェ、孔子などの短い名言の中にあ

る深い思いや意味が心の中にストレートに入って

きます。日々頑張っているあなたにお薦めしたい

一冊です。　　　　　　　　　バアバ（物部町）

市
立
図
書
館

よ
う
（
児
童
）

※

詳
し
い
内
容
や
募
集
要
項

は
、
後
日
学
校
等
を
通
し
て
チ

ラ
シ
を
配
布
し
ま
す
。

　

新
着
本
の
紹
介
（
物
部
分
館
）

〔
大
人
向
け
〕

▽
歌
に
私
は
泣
く
だ
ら
う
（
永

田
和
宏
）
▽
ツ
ナ
グ
（
辻
村
深

月
）
▽
も
ぎ
り
よ
今
夜
も
有
り

難
う
（
片
桐
は
い
り
）

〔
子
ど
も
向
け
〕

▽
リ
ー
コ
と
オ
ス
カ
ー
と
幸
せ

な
ど
ろ
ぼ
う
石
（
ア
ン
ド
レ
ア

ス
・
シ
ュ
タ
イ
ン
ヘ
ー
フ
ェ

ル
）
▽
す
て
き
な
三
に
ん
ぐ
み

（
ト
ミ
ー
・
ア
ン
ゲ
ラ
）

　９月１日にあわら市で開催された

第１２回あわら北潟湖畔観月の夕べ

へ、香美市姉妹都市友好都市交流推

進協議会が主体となって５人の訪問

団が参加しました。香美市の参加は

４回目で、香美市ブースで、ユズや

しょうがの関連商品が販売さ

れました。また、シカドッ

グが初めて販売され、新

たな香美市の味覚が姉

妹都市に届けられました。

幸せな私のはじめかた

（作：宇佐美百合子）

姉妹都市から刃物まつりに参加！姉妹都市から刃物まつりに参加！

あ
わ
ら
市
の
職
員
さ
ん

あ
わ
ら
市
の
職
員
さ
ん

積
丹
町
の
職
員
さ
ん

積
丹
町
の
職
員
さ
ん

あわら湯けむり市

ができていました

物産市

さんで

あ
わ

市
の

あ
わ
ら
市
の
市

あ
わ
ら
市
の

手
打
ち
そ
ば
は

い
か
が
で
す
か
〜

かりの手打ちそばに行列

目となり、積丹町の北海

売が行われ、大勢のお客

町

積

員

積
丹
町
の

積
丹
町
の
職
員

鮭
の
チ
ャ
ン
チ
ャ
ン

焼
き
だ
よ
〜

さ
け

あわら観月の夕べあわら観月の夕べ
吉
井
勇
記
念
館
だ
よ
り

吉
井
勇
記
念
館
だ
よ
り

吉
井
勇
記
念
館
だ
よ
り

吉
井
勇
記
念
館
だ
よ
り

　

吉
井
勇
記
念
館
で
は
、
吉
井

勇
と
交
友
の
あ
っ
た
歌
人
石
川

啄
木
に
つ
い
て
の
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。
参
加
無
料

【
日
時
】
11
月
17
日
（
土
）

13
時
30
分
〜

12
時
50
分
よ
り
、
学
芸
員
に
よ

る
館
内
案
内
・
展
示
解
説
が
あ

り
ま
す
。(

要
入
館
料)

【
場
所
】
猪
野
々
集
会
所
（
吉

井
勇
記
念
館
）

【
講
師
】
西
郷
竹
彦
氏　

（
文

芸
学
者
、
児
童
文
学
研
究
家
、

ロ
シ
ア
文
学
翻
訳
家
）

【
送
迎
バ
ス
】 

香
美
市
役
所
本

庁
舎
前
よ
り
、
市
役
所
香
北
支

所
前
経
由
で
、
送
迎
バ
ス
を
運

行
し
ま
す
。※

要
予
約

行
き　

本
庁
舎
前
12
時
発
（
香

北
支
所
前
12
時
20
分
）

帰
り　

記
念
館
15
時
50
分
発

　

石
川
啄
木
（
い
し
か
わ 

た
く

ぼ
く
）
は
明
治
19
年
（
１
８
８

６
）
に
岩
手
県
に
生
ま
れ
、
１

９
０
２
年
に
、
文
芸
雑
誌
『
明

星
』
に
短
歌
が
掲
載
さ
れ
ま
す
。

そ
の
年
に
上
京
し
、
与
謝
野
鉄

幹
・
晶
子
夫
妻
を
訪
ね
、
翌
年

新
詩
社
同
人
と
な
り
ま
し
た
。 

　

病
気
で
帰
郷
後
、
１
９
０
５

年
に
詩
集
『
あ
こ
が
れ
』
を
刊

行
し
、
１
９
０
９
年
に
は
雑
誌

『
ス
バ
ル
』
を
創
刊
し
、
発
行

名
義
人
に
な
り
、
以
降
、
吉
井

勇
、
平
野
万
里
と
交
代
で
編
集

に
あ
た
り
ま
し
た
。
故
郷
で
の

代
用
教
員
、
北
海
道
で
の
新
聞

記
者
生
活
な
ど
を
経
て
、
１
９

１
０
年
に
『
一
握
の
砂
』
を
出

版
し
ま
し
た
が
、 

１
９
１
２
年

肺
結
核
の
た
め
東
京
で
永
眠
。

第
二
歌
集
『
悲
し
き
玩
具
』
は

没
後
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

　　

啄
木
名
歌
の
謎
を
解
く　

〜
な
ぜ
、三
行
書
き
か
〜

　

 

■
問
い
合
わ
せ
先　

吉
井
勇
記
念
館　

☎
58・

２
２
２
０

　

今
年
は
、
絵
金
こ
と
絵
師
金

蔵
が
生
ま
れ
て
200
年
目
の
節
目

の
年
に
あ
た
り
ま
す
。
そ
れ
を

記
念
し
て
、
高
知
県
立
美
術

館
・
絵
金
蔵
・
香
美
市
立
美
術

館
の
三
館
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
に
絵
金
の
展
覧
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

　

絵
金
は
文
化
９
年
（
１
８
１

２
）
、
土
佐
の
城
下
に
髪
結
い

の
子
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
の
頃
か
ら
絵
の
才
能
が

認
め
ら
れ
、
18
歳
の
時
、
参
勤

交
代
の
お
供
と
し
て
江
戸
に
上

が
り
、
狩
野
派
に
学
び
ま
し
た
。

帰
郷
後
、
25
歳
の
若
さ
で
土
佐

藩
の
御
用
絵
師
に
上
り
詰
め
ま

す
が
、
33
歳
の
時
、
贋
作
事
件

に
巻
き
込
ま
れ
、
城
下
追
放
、

一
介
の
町
絵
師
と
し
て
生
き
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
明
治
９

年
（
１
８
７
６
）
65
歳
で
そ
の

生
涯
を
閉
じ
る
ま
で
、
屏
風
絵

や
絵
馬
な
ど
た
く
さ
ん
の
作
品

を
世
に
出
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
香
美
市
立
美
術
館

で
は
、
『
闇
か
ら
の
伝
承
』
を

テ
ー
マ
に
『
絵
金
と
そ
の
時
代

展
』
と
し
て
、
絵
金
の
生
き
た

幕
末
か
ら
明
治
に
焦
点
を
当

て
、
絵
金
、
そ
し
て
同
時
代
に

活
躍
し
た
絵
師
の
屏
風
絵
と
共

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
を
展
示

し
ま
す
。

　

絵
金
の
屏
風
絵
を
、
夏
祭
り

な
ど
で
目
に
す
る
機
会
は
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
内
容

に
つ
い
て
は
、
詳
し
く
知
る
機

会
が
少
な
か
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
今
回
の
展
示
で

は
、
絵
の
内
容
に
つ
い
て
分
か

り
や
す
い
説
明
を
つ
け
る
こ
と

で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
深
く
絵

金
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
展
示
を
行
い
ま
す
。

　

他
に
も
、
幕
末
の
土
佐
を
襲

っ
た
天
保
の
大
地
震
を
絵
金
が

描
い
た
『
絵
本
大
変
記
』
（
複

写
）
や
、
当
時
の
年
中
行
事
な

ど
を
描
い
た
『
土
佐
年
中
風
俗

絵
巻
』
（
複
写
）
、
幕
末
の
土

佐
の
お
城
下
の
地
図
『
天
保
元

年
高
知
之
図
』
（
複
写
）
な
ど

を
展
示
し
て
い
ま
す
の
で
、
幕

末
の
土
佐
の
人
々
の
生
き
生
き

と
し
た
暮
ら
し
ぶ
り
を
身
近
に

感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

秋
の
穏
や
か
な
季
節
の
中
、

絵
金
の
生
き
た
時
代
へ
タ
イ
ム

ス
リ
ッ
プ
し
て
、
美
術
館
の
中

を
一
緒
に
楽
し
く
歩
い
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

が
ん
さ
くび

ょ
う
ぶ
え


